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令和 3年度 JAS・JFS規格の認証支援に向けたモデル実証事業 

JFS規格の取得促進に向けたモデル実証事業審査手順 

 

1. 目的 

この文書は、令和 3年度 JAS・JFS 規格の認証支援に向けたモデル実証事業 JFS 規格の取得促進に向け

たモデル実証事業実施規程に沿って、公平な審査を実施するために、モデル実証事業審査に係る手順を

規定する。 

 

2. 適用 

2．1 外部審査員の選任及び審査委員会の設置 

一般財団法人食品安全マネジメント協会（以下、JFSM という）は、JFS 規格支援対象事業者（以下、支援

対象事業者という）の選考にあたり、JFS 規格支援対象申請事業者（以下、支援対象申請者）と利害関係を

持たない外部有識者を選任し、審査委員会を設置する。また、審査委員会に対し、審査委員会設置の目的、

拘束時間数、審査手順等を明らかにする。 

 

2．2 審査委員会 

審査委員会は、JFSM から諮問される申請案件（対象要件を満たすことが確認済みであり、加点評価が提供

された案件）に対し、件数枠を考慮の上で採択の可否を総合的に判断して JFSMに回答する。 

 

2．3 審査 

（1） JFSMは、申請書等の確認を行い、対象要件に合致していることを確認する。 

（2） 支援対象事業者の選考にあたり、優先される項目で基準を設定し、以下に該当する場合は各 1点を加

点する。 

・輸出促進法第 34条の規定に基づく輸出事業計画の認定を受けている 

・JFS規格の取得がない、もしくは取得件数が 10件未満のセクター 

（JFS-C規格：CII、Ｋ、フードサービスマルチサイト等）  

・法人格を有し、3期分の決算書において債務超過がなく事業体制が安定している  

・JFS規格、特に適合証明を新規に取得する  

・モデル実証性のある新規性又は希少性の製品群を登録する予定である 

（代替食品、昆虫食、宇宙食、サステナブル食品、地方の伝統食品等） 

（3） 同点で選抜が必要な場合は小規模事業者を優先する。 

（4） JFSMは、申請書等及び加点評価結果を審査委員会に諮問する。 

（5） 審査委員会は、申請書等及び加点評価結果を参考に総合的に審査する。 

（6） JFSMは審査委員会の結果に基づいて採択する支援対象事業者を決定する。 

（7） 応募規定数に満たない場合でも、同様の手順で審査を実施する。 

（8） 追加公募時の審査については、受理順に同様の手順で実施する。 

（9） JFSM は、採択した支援対象事業者の申請書兼事業実施計画を取りまとめ、農林水産省別記様式 4

（第 7関係）により、農林水産省へ報告する。 

以上 


